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テーマ1：医学的管理・医療連携・受療支援

研究要旨　

A. 研究目的
抗HIV 療法の発展により、HIV 感染者が日和見
感染症の予防と治療から解放されると、新たな問題
が多数出現してきた。特に血液凝固因子製剤による
HIV感染被害者は、血友病、重複感染しているC型
肝炎、重篤な免疫不全状態の後遺症、初期の抗HIV
薬の副作用、高齢化、などが複雑に絡み合い、個々
の感染被害者がそれぞれ独特な病態にある。PMDA
資料に基づき感染被害者に対する個別救済を遂行
し、肝炎及びその他の合併症管理に必要な医療連携
を模索し構築する。

B. 研究方法
「多施設共同での血液製剤によるHIV/HCV 重複
感染患者の前向き肝機能調査」については、統括責
任施設である長崎大学の倫理委員会で承認され、平
成 24 年 9 月 21 日に国立国際医療研究センターの倫
理委員会で承認された。「薬害エイズ血友病におけ
る虚血性心疾患スクリーニングの確立」については、
平成 30 年 11 月 19 日に国立国際医療研究センター
の倫理委員会で承認された。研究参加に同意しなく
ても、同意を撤回しても、一切不利益にはならない
ことを明示した説明文書を用いて研究参加に同意を
取得した後、患者診療データを匿名化して収集する。
患者個人情報は厳重に管理保管し、プライバシーの
保護に関しては万全を期した。　

C. 研究結果
2017 年 4 月から 2021 年 12 月までにACC救済医

療室が病病連携を行った 135 症例の相談内容の内訳
は、血友病関連内科系が 19 例、血友病性関節症が
22 例、抗HIV療法関連が 15 例、肝炎・肝硬変・肝
疾患その他 14 件であった。肝移植適応検討症例は
10例で、そのうち脳死肝移植実施が2例、登録が2例、
登録準備が 1例、適応外が 5例だった。肝細胞癌へ
の重粒子線治療の適応を検討した症例が 7例、うち
6例が治療を受け、適応外が 1例であった（図１）。
虚血性心疾患のスクリーニング研究には 70 名が
登録、69 名に冠動脈造影CTが行われ中等度以上の
狭窄が 6名で疑われ、3名で冠動脈造影を行い 1名
に高度狭窄が指摘され PCI が実施された。2名は心
筋シンチで虚血ナシと診断された（図２）。

D. 考 察
病病連携事業の解析からも、肝疾患への対応が依
然として大きな課題であることがわかり、引き続き
病病連携への支援が必要であることがわかった。虚
血性心疾患スクリーニングで、高度狭窄が 1名に見
つかった。一回目の先行研究で中等度以上の狭窄を
認め治療介入されていない症例であり、少なくとも
一回の冠動脈 CTによるスクリーニングが薬害血友
病患者には推奨されると考えられた。

E. 結 論
　薬害被害者の肝疾患への対応は依然として大き
な課題である。薬害被害者への冠動脈 CTなどによ
る虚血性心疾患のスクリーニングが推奨される。

藤谷　順子	 国立国際医療研究センター	リハビリテーション科
栁瀨　幹雄	 国立国際医療研究センター	消化器内科
桂川　陽三	 国立国際医療研究センター	整形外科
竹谷　英之	 東京大学医科学研究所附属病院	整形外科

		同意が得られた薬害被害者のPMDAに申請されている「健康状態報告書」と「生活状況
報告書」がACCに届くことになった。その薬害被害者に対し電話にてヒアリングを行い、
支援団体と医療機関とともに個別支援の必要性とその内容を協議し薬害被害救済の個別支
援を展開している。2017年 4月から 2021年 12月までに ACC救済医療室は 261
名の薬害被害者にヒアリングを行い、そのうち135名に対し何らかの病病連携を実施し
た。虚血性心疾患のスクリーニング研究には66名が登録し、循環器科の判断で8名に冠
動脈造影CTが推奨された。いずれの症例も以前の虚血性心疾患スクリーニング研究で要
注意とされた症例であるため、毎年すべての薬害症例にスクリーニングをする必要はない
が、一度は行っておく必要があることが示唆された。
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図１. 肝移植適応検討例

2017年4月-2021年12月に検討した10例の現状（2021年12月末現在）
脳死肝移植：実施2例、登録2例、登録準備1例、適応外5例
生体肝移植：0 例

No 相談年 年齢 相談経路 Child-Pugh HIV・肝不全以外の合併症 転帰

(2021年12月末現在)

1 2018 50代 PMDA A 肝細胞癌 肝機能により適応外

2 2018 40代 ACC併診 A 胆管細胞癌の既往 肝機能により適応外

3 2018 30代 PMDA B 肝機能により適応外

4 2018 60代 PMDA C 大動脈弁狭窄症
糖尿病、腎不全(維持透析) 重症心疾患により適応外

5 2018 60代 PMDA C 脾摘後、頭蓋内出血既往 脳死肝移植(実施)

6 2019 60代 PMDA C 腎不全(維持透析) 脳死肝腎同時移植(実施)

7 2020 50代 ACC通院中 B 感染性心内膜炎既往、心雑音 脳死肝移植登録（待機中）

8 2020 30代 PMDA B 糸球体硬化症疑い 脳死肝移植登録（待機中）

9 2021 50代 PMDA C 狭心症、糖尿病、慢性腎臓病 脳死肝移植登録予定

10 2021 60代 ACC通院中 B 肝細胞癌、不整脈 肝細胞癌＊により適応外

＊ミラノ基準に合致せず

高度狭窄
1.4%

有意狭窄なし n=2

結果説明未　n=1

PCI　n=1

シンチ　n=2

虚血なし　n=2

冠動脈CT　n=69

中等度以上の狭窄 　n=6

登録　n=70

CAG　n=3

正常～軽度狭窄　n=63

図２. 血性心疾患スクリーニング研究

図1　肝移適応検討例

2017年 4月 -2021年 12月に検討した10例の現状（2021年 12月末現在）
		 脳死肝移植：実施2例、登録2例、登録準備1例、適応外5例
		 生体肝移植：0	例

図2　虚血性心疾患スクリーニング研究
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11.	 上村悠、小泉吉輝、中本貴人、安藤尚克、柳川泰
昭、水島大輔、青木孝弘、渡辺恒二、田沼順子、
塚田訓久、照屋勝治、潟永博之、菊池嘉、岡慎一 .　
当院におけるHIV・HCV重複感染者のC型肝炎
ウイルス治療後の再感染　第 35回日本エイズ学
会学術講演会　2021年 11月　東京

12.	 塩尻大輔、水島大輔、北村浩、中本貴人、安藤尚
克、出口佳美、首藤真由美、潟永博之、岡慎一 .　
ヒトパピローマウイルスに起因する肛門擦過細胞
陽性例に対し拡大肛門鏡検査を用いた肛門管上皮
内腫瘍の診断に関する研究　第 35回日本エイズ
学会学術講演会　2021年 11月　東京

13.	 長島浩二、増田純一、熊木絵美、小林瑞季、霧生
瑤子、古谷貴人、柳川泰昭、水島大輔、田沼順子、
照屋勝治、潟永博之、塚田訓久、寺門浩之、菊池
嘉、岡慎一 .　ドルテグラビル /ラミブジン 2剤
療法の使用経験　第 35回日本エイズ学会学術講
演会 2021年 11月　東京

14.	 中村やよい、田沼順子、大金美和、池田和子、岩
丸陽子、塚田訓久、照屋勝治、潟永博之、菊池嘉、
岡慎一 .　初診から初回抗HIV療法導入までの期
間とそのウイルス学的効果に関する検討　第 35
回日本エイズ学会学術講演会　2021年 11月東京

15.	 安藤尚克、水島大輔、稲葉洋介、川崎洋平、青木
孝弘、上村悠、塩尻大輔、柳川泰昭、渡辺恒二、
西島健、塚田訓久、田沼順子、照屋勝治、菊池嘉、
潟永博之、岡慎一 .　未治療HIV感染アジア人に
おけるART開始後の体重増加　第 35回日本エ
イズ学会学術講演会　2021年 11月　東京

16.	 Hieu	Tran、Kiyoto	Tsuchiya、T	 sunefusa	
Hayashida、Takahito	Furuya、Junichi	Masuda、
Yoshimi	Kikuchi、Hiroyuki	Gatanaga、Shinichi	
Oka.	Monitoring	og	pre-exposure	prophylaxis	
(PrEP)	in	Japanese	men	who	have	sex	with	men	
(MSM)　	第 35 回日本エイズ学会学術講演会　
2021年 11月　東京

17.	 菊地正、西澤雅子、小島潮子、大谷眞智子、椎野
禎一郎、俣野哲朗、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤
俊広、林田庸総、潟永博之、岡慎一、古賀道子、
長島真美、貞升健志、近藤真規子、宇野俊介、谷
口俊文、猪狩英俊、寒川整、中島秀明、吉野友祐、
堀場昌英、茂呂寛、渡邉珠代、蜂谷敦子、今橋真弓、
松田昌和、重見麗、岡崎玲子、岩谷靖雅、横幕能
行、渡邉大、阪野文哉、森治代、藤井輝久、高田
清式、中村麻子、南留美、山本政弘、松下修三、
饒平名聖、健山正男、藤田次郎、杉浦亙、吉村和
久 .　国内新規診断未治療HIV感染者・AIDS患
者における薬剤耐性HIV-1 の動向　第 35回日本
エイズ学会学術講演会　2021年 11月　東京

18.	 宇野俊介、菊地正、林田庸総、今橋真弓、南留
美、古賀道子、寒川整、渡邉大、藤井輝久、健山
正男、松下修三、吉野友祐、遠藤知之、堀場昌
英、谷口俊文、猪狩英俊、吉田繁、豊嶋崇徳、中
島秀明、横幕能行、岩谷靖雅、蜂谷敦子、潟永博
之、吉村和久、杉浦亙 .　E157Q変異を有する未
治療HIV-1感染者におけるインテグラーゼ阻害薬
をキードラッグとした抗HIV薬開始後の臨床経
過　第 35回日本エイズ学会学術講演会　2021 年
11月　東京

19.	 水島大輔、高野操、上村悠、柳川泰昭、青木孝弘、
潟永博之、菊池嘉、岡慎一 .　HIV非感染MSM
コホートにおけるPrEP研究に関する報告　第35
回日本エイズ学会学術講演会　2021年 11月東京

20.	 水島大輔、塩尻大輔、上村悠、塚田訓久、潟永博之、
菊池嘉、岡慎一.　自己判断でPrEPを開始したが、
実際はHIV陽性であったため薬剤耐性となった
症例　第 35回日本エイズ学会学術講演会　2021
年 11月　東京

21.	 青木孝弘、水島大輔、高野操、柳川泰昭、渡辺恒二、
潟永博之、菊池嘉、岡慎一 .　非HIV感染男性同
性愛者コホートにおける新規HIV感染者の検討
　第 35回日本エイズ学会学術講演会　2021年 11
月　東京

22.	 中本貴人、塚田訓久、塩尻大輔、安藤尚克、上村
悠、柳川泰昭、水島大輔、青木孝弘、渡辺恒二、
田沼順子、照屋勝治、潟永博之、菊池嘉、岡慎一 .　
本邦HIV感染者のCOVID-19 の臨床像　第 35回
日本エイズ学会学術講演会　2021年 11月　東京

23.	 近田貴敬、Wayne	Paes、Tom	Partridge、潟永博
之、岡慎一、Nicola	Ternette、Persephone	Bor-
row、滝口雅文 .　LC-MS/MSを用いたペプチドミ
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クス法によるHLA-C*14:02/14:03 拘束性T細胞エ
ピトープの同定とその機能解析　第 35回日本エ
イズ学会学術講演会　2021年 11月　東京

24.	 Yu	Zhang、Nozomi	Kuse、Takayuki	Chikata、
Hayato	Murakoshi、Hiroyuki	Gatanaga、Shinichi	
Oka、Masafumi	Takiguchi.	 Identification	and	
characterization	of	HIV-1-specific	CD8+	T	cell	
epitopes	presented	by	a	protective	allele	HLA-
B*67:01　	第 35 回日本エイズ学会学術講演会　
2021年 11月東京

25.	 林田庸総、土屋亮人、高野操、青木孝弘、潟永博之、
菊池嘉、健山正男、岩橋恒太、金子典代、岡慎一 .　
郵送検査を想定した乾燥ろ紙血による	HIV検査
の性能の検討　第 35回日本エイズ学会学術講演
会　2021年 11月　東京

26.	 川戸美由紀、三重野牧子、橋本修二、大金美和、
岡慎一、岡本学、潟永博之、福武勝幸、日笠聡、
八橋弘 .　血液製剤によるHIV感染者の調査成績
第 2報　HIV・血友病以外の傷病の通院状況第35
回日本エイズ学会学術講演会　2021 年 11月　東
京

27.	 白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡
本学、潟永博之、日笠聡、福武勝幸、三重野牧子、
八橋弘、岡慎一 .　血液製剤によるHIV感染者の
調査成績第 1報　健康状態と生活状況の概要　第
35回日本エイズ学会学術講演会　2021年 11月　
東京

28.	 小林瑞季、熊木絵美、霧生彩子、古谷貴人、長島
浩二、増田純一、田沼順子、照屋勝治、潟永博之、
塚田訓久、寺門浩之、菊池嘉、岡慎一 .　未治療
HIV感染症患者の医薬品・サプリメントの年代
別の使用状況および抗HIV薬との相互作用に関
する調査　第 35回日本エイズ学会学術講演会　
2021年 11月　東京

29.	 古谷貴人、堀真悠子、増田純一、土屋亮人、潟永
博之、菊池嘉、寺門浩之、岡慎一 .　血漿中にお
ける cabotegravir を含めたインテグラーゼ阻害薬
の同時アッセイ系の構築　第 35回日本エイズ学
会学術講演会　2021年 11月　東京

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）

1．特許取得
なし

2．実用新案登録
なし

3．その他
なし




